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HIGS method controlled the 
gene expression of a 
parasitic plant, Cuscuta 
campestris. Stem parasitic 
plant, Cuscuta campestris, 
develops an attachment 
structure called “holdfast” on 
the surface of its stem 
contacting to the host plant. 
Epidermal cells of holdfasts 
showed outgrowth, in which 
epidermal cell-patterning 
genes of C. campestris were 
hypothesized to be involved. 
To prove this hypothesis, 
Host-Induced Gene Silencing 
(HIGS) method was 
employed (S. Sultana et al., 
pp. 47–56). Aritificial miRNA 
targeting one of the C. 
campestris epidermal cell-
patterning genes was 
produced in the first host, 
Nicotiana tabacum (left), 
loaded to parasitizing C. 
campestris (center), and 
then the effect of HIGS was 
evaluated by letting C. 
campestris parasitize to the 
second host, Arabidopsis 
thaliana (right). This 
approach successfully 
silenced the target gene of C. 
campestris, and repressed 
the outgrowth of the holdfast 
epidermal cells.  
 
Photographed by Daiki 
Fujiwara (Osaka Pref. Univ.). 
(PENTAX Optio WG-1) 
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日本植物バイオテクノロジー学会第 38回大会は、筑波大学江面浩先生を大会実行委員長
として 2021年 9月 9日（木）～11日（土）に完全オンラインで開催することとなりま
した。多くの方々の参加をお待ちしております。なお、大会開催に関する詳細な情報は
随時更新していく予定です。学会ホームページにてご確認をお願いいたします。 
 
1) 会期：2021年 9月 9日（木）〜 11日（土） 
9月 9日（木）評議委員会・理事会、2020年受賞講演 
9月 10日（金）一般講演・シンポジウム、総会・受賞式・2021年受賞講演 
9月 11日（土）一般講演・シンポジウム 
※ 9月 6日（月）～ 9月 11日（土）一般講演閲覧期間（オンデマンド） 
 
2)  開催方式：オンライン開催 
  シンポジウム、総会・受賞講演： Zoomウェビナーによるオンタイム配信 

一般講演: MP4ビデオファイル等によるオンデマンド動画配信および Zoomミーティ
ングによるオンタイム質疑応答（各発表ごとまたはセッションごと） 

 
3) 大会参加登録および講演申込受付期限： 
一般講演申込 2021年 4月 19日（月）～ 6月 27日 (日)（予定） 
事前参加登録 2021年 4月 19日（月）～ 7月 30日 (金)（予定） 
参加登録締め切り 9月 11日（土） 
 
4） 参加費 
事前登録（～7/30） 一般会員 7,000円, 学生会員 3,000円, 非会員 11,000 円 
それ以降～8/31まで 一般会員 9,000円, 学生会員 4,000円, 非会員 13,000 円 
 

5）シンポジウム 
1.「食の未来を拓く先端技術」2.「植物バイオテクノロジーとデジタル情報解析が牽引
するバイオエコノミー社会の実現」3.「Made in Japan：世界を駆ける日本発のゲノム編
集技術開発の最前線」4.「植物オルガネラゲノム工学の新展開」を予定しています。 
 
①「食の未来を拓く革新的先端技術の創出」 

オーガナイザー：日本植物バイオテクノロジー学会・産学官連携委員会 
代表者：加藤晃（奈良先端科学技術大学院大学） 

共催：JST-OPERA食と先端技術共創コンソーシアム（領域統括：江面浩） 
 
『食』に関わる社会的課題として、地球の人口増加や気候変動による食料不足、農業就
業者の高齢化と後継者の不足が挙げられる。SDGs; Sustainable Development Goals
（持続可能な開発目標）では「飢餓をゼロに」、「すべての人に健康と福祉を」という
目標が掲げられており、食の課題解決はもはや人類の命題であり、そこに科学が介入す
る必然性も存在する。本シンポジウムでは特に植物を中心とした有用素材開発、農業の
省力化技術、機能性植物の開発を産学協働で実施する JST-OPERA食と先端技術共創コン
ソーシアムの取組みを紹介する。 
 
講演者： 
江面浩（筑波大：JST-OPERA領域統括）「食と先端技術共創コンソーシアム概要」 
有泉亨（筑波大)「課題１：先端技術による品種開発」 
福田直也（筑波大）「課題２：先端技術による生産性向上システム開発」 
講演者未定「課題 3：先端技術により作出された作物の社会実装の加速」 
寺川輝彦（インプランタイノベーションズ）「課題４：新規機能性食品素材の開発」 
三浦謙治（筑波大）「課題 5：植物における有用物質の生産」 

 
②「植物バイオテクノロジーとデジタル情報解析が牽引するバイオエコノミー社会の実現」 

     オーガナイザー：刑部敬史（徳島大学）、本橋令子 （静岡大学）、矢野健太郎（明治大学） 
共催：日本バイオエコノミー学会、科研費・新学術領域研究「植物の新種誕生原理」、植物インフォマティクス研究会 

 
生物資源を用いた循環型の物質生産系を基盤とするバイオエコノミーは、新たなバイオ
産業の創出だけではなく、化石燃料依存型物質生産からの脱却も達成する。その中で
も、 光合成植物に由来する化合物や構造物を原料・材料とする物質生産プロセス、 ま
た、植物体を物質生産デバイスとして活用する生産システムの確立と利用は、炭素循環
型社会の早期実現に極めて有効な方策として注目されている。そこで、本シンポジウム
では、午前および午後の二部構成により、バイオエコノミーの国際動向を俯瞰すると共
に、植物物質生産能を活用する生産プロセス基盤整備の展開に向けた先進的な研究事例
を紹介する。午前の部では、バイオエコノミーに寄与する技術開発を推進する演者か
ら、最先端研究を紹介いただき、植物バイオテクノロジーの果たす役割について発展的
に議論する。午後の部では、革新的なバイオ産業を創出するためのデータマイニングや
オミックス解析、育種戦略などを紹介する。 

ランチョンセミナー 

「博士人材が活躍する多様なキャ
リアパス」 
 
オーガナイザー：日本植物細胞分子生物学
会・キャリア支援・男女共同参画委員会 
代表者：柳川由紀（農研機構） 
  
アカデミアでの研究、留学を経
て、現在は新境地で活躍する博士
人材から、博士取得後のキャリア
パスや現在の仕事内容、仕事と家
事・育児の両立についてご講演い
ただきます。博士号を取得する意
義の再確認や博士人材のキャリア
パスの多様性について考える機会
になればと思います。 
 
講演者： 
 桑原明日香（科学技術振興機構

研究開発戦略センター  フェ
ロー） 

 金鍾明（アクプランタ株式会社
CEO/東京大学大学院農学生
命科学研究科特任准教授） 

日韓中三ヶ国シンポジウム 

大会会期中に日韓中三ヶ国シンポ
ジウムを英語セッションの中で開
催予定です。シンポジウムの概要
は以下の通りです。 
 
“Opportunities and Challenges 

of Plant Biotechnology” 
 
オーガナイザー：日本植物細胞分子生物
学会・国際化委員会 
代表者：山崎真巳（千葉大学） 
 
植物は、食料やバイオマスとして
だけでなく、エネルギーや新規機
能性成分を生み出す源泉の一つで
ある。現在、国連が提唱する
SDGs の達成や脱炭素社会に向け
てゲノム編集などをはじめとする
植物バイオテクノロジーの技術開
発が期待されている。日韓中三ヶ
国シンポジウムでは、各国におけ
る植物バイオテクノロジーを用い
た研究開発や社会実装へ向けた取
り組みなどについて紹介いただき
たいと考えている。 
 

https://www.jspb.jp/meeting/
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講演者（予定）： 
（午前の部） 
柴田大輔（京都大エネルギー理工学研究所）「バイオエコノミーの背景にあるエネ
ルギー問題」 
和田光史、坂元雄二（JBA/JABEX）「バイオエコノミーに関する国内外の施策に
ついて」 

 五十嵐圭日子（東京大学）「植物細胞壁の生分解と生合成を模した循環型もの作
り」 

 太田大策（大阪府立大学）「農学が支えるバイオエコノミー」 
 高田克彦（秋田県立大学・木材高度加工研究所）「木質系新規材料の開発による

バイオエコノミーの実践 -大学シーズの社会実装に向けて-」 
刑部敬史（徳島大学）「植物バイオテクノロジー（ゲノム編集や合成生物学の手法
など）が、どの様に貢献できるか」 

  
（午後の部） 
 瀬々潤（産業技術総合研究所・ヒューマノーム研究所）「コムギの育種に向けた

デジタル技術の大活用～観測から DB化、生育予測まで」 
 中村保一（遺伝研）「ゼニゴケ完全ゲノム DB MarpolBase: アノテーションジャ

ンボリーを経た改善」 
 矢野健太郎（明治大・農）「オミックス・知識情報整備による植物遺伝資源の高

度利用化」 
大柳一（King Abdullah University of Science and Technology）「農業植物ゲノ
ム研究における機械学習の活用」 

 赤木剛士（岡山大・環境生命科学）「進化過程は設計図～進化的力学から見る植
物における形質多様化の原動力」 

 
③「Made in Japan：世界を駆ける日本発のゲノム編集技術開発の最前線」 

オーガナイザー：遠藤真咲 (農研機構)、野中聡子 (筑波大学) 
共催（予定）： SIP「精密ゲノム編集コンソーシアム」（内閣府） 

NEDO「スマートセルプロジェクト」（NEDO） 
 

 ゲノム編集技術は、任意のプロモーター配列や遺伝子配列に変異を導入する技術
である。その応用範囲は基礎研究から作物育種まで幅広く、特に作物育種の面から
の期待は大きく世界中で注目されている技術である。しかしながら、自由度の高い
植物分子デザインのためには、ゲノム編集技術のさらなる高度化が必要な状況であ
り、現在、世界中の多くの研究者がこの課題に取り組んでいる。日本発の成果も数
多くの輩出されており、技術開発の速度は日進月歩である。そこで、本シンポジウ
ムでは、今世界を駆ける日本人研究者によるゲノム編集技術の汎用化、高度化、日
本発の新規ゲノム編集技術の開発に向けて最新の研究成果の講演を予定している。 
 
講演者： 
濡木理（東京大学）「塩基編集に有効な小型でターゲット範囲の広がったゲノム編
集ツールの開発」 

真下知士（東京大学）「CRISPR-Cas3を用いたゲノム編集の可能性」 
中村崇裕（九州大学）「PPR蛋白質を利用した DNA/RNA編集技術の開発」 
水多陽子（名古屋大学）「花粉管を用いたゲノム編集酵素のデリバリーと生殖細胞
の遺伝子改変」 

遠藤真咲（農研機構）「Donor DNAを用いた植物精密ゲノム編集」 
 
④「植物オルガネラゲノム工学の新展開」 

オーガナイザー：有村慎一（東京大学） 
 

 光合成と呼吸を司る葉緑体とミトコンドリアは、植物を特徴づける重要代謝の場
であるとともに独自のゲノムを有している。これらのオルガネラゲノムは、細胞内
で多コピー性をもち、修復機構、遺伝子発現機構、遺伝様式なども核ゲノムとは大
きく異なっている。これまで改変が容易ではなかった葉緑体ゲノム、最近まで改変
が不可能であった植物ミトコンドリアゲノムは、今後の植物バイオテクノロジーに
おいて大きな潜在性を秘めた改変対象である。当該シンポジウムでは最近の新たな
改変技術アプローチの進展と、新時代を迎えつつある二つのオルガネラゲノム改変
による応用展開について紹介する。 
 
講演者： 
 沼田圭司（理化学研究所）「ペプチドを利用した植物オルガネラ改変」 
寺地徹（京都産業大学）「自律複製型の葉緑体形質転換ベクター作製の試み」 
中平洋一（茨城大学）「葉緑体工学で創る『経口ワクチン植物』- 水産用ワクチン
を例に -」 

 有村慎一（東京大学）「植物オルガネラゲノム編集技術の開発」 

代議員総会 

2021年 9月 9日 (木)  
詳細は代議員総会案内とともにお
送りします。 
 

大会実行委員会事務局 

〒305-8572  
茨城県つくば市天王台 1-1-1 

 筑波大学つくば機能植物イノベー
ション研究センター 内 

 第 38 回日本植物バイオテクノロ
ジー学会大会  

大会実行委員長 江面 浩 
 

問い合わせ先 

第 38回日本植物バイオテクノロ
ジー学会（つくば）大会 

 ヘルプデスク 
 

〒162-0801 
 東京都新宿区山吹町 358-5  
アカデミーセンター 

     （株）国際文献社 
 
Tel：03-6824-9365  
Fax：03-5227-8632  
E-mail： 
jspcmb-desk@bunken.co.jp 
 

第 39回以降の大会について 

日本植物バイオテクノロジー学会
第 39回大会（2022年）は大阪公
立大学（仮称）にて小泉望先生を
大会実行委員長として開催予定で
す。第 40回大会（2023年）は理
化学研究所平井優美先生を大会実
行委員長として、第 41 回大会
（2024 年）は東北大学中山亨先
生を大会実行委員長として開催予
定です。ご協力いただきます先生
方に深く感謝申し上げます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年度受賞講演は受賞者が決定後次号にてご案内いたします。 

40 周年記念市民公開シンポのご案内 
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2020 年度市民公開シ
ンポジウム開催報告 

当初の予定では 9 月 13 日に筑波
大学で開催予定でしたが、新型コ
ロナウイルス感染症の流行拡大に
より、3 月 6 日に変更してオンラ
インで行われました。当日は植物
バイテクの産学連携研究・社会実
装に携わる 4名の研究者が下記の
演題で話題提供を行いました。 
 
「ゲノム編集作物で健康実現～GABA
高蓄積トマトの開発と実用化」  
江面浩（筑波大学／サナテック
シード（株）） 

「ミラクリントマトで食事を楽し
く」  
棚瀬京子（筑波大学） 

「産業応用を目指した植物研究」 
光田展隆（産業技術総合研究所） 

「機能性米でスギ花粉症対策：ス
ギ花粉米の開発と実用化に向け
た取り組み」  
高野誠（農研機構／筑波大学） 

 
講演後、ウェビナーの質疑応答機
能を活用し、聴衆からの質問に後
援者が答える形式でパネルディス
カッションを行いました。主催者
の予想を上回る質問、意見を受け
たため、予定閉会時間を 15 分延
長しました。計138名の参加があ
り、その内訳は大学・研究機関関
係者 37%、中高・大学生 22%、
民間企業関係者 26%、一般・そ
の他 15%でした。 

本学会は、日本植物組織培養学会として 1981年に設立され、1995年に日本植物細
胞分子生物学会、2020 年に日本植物バイオテクノロジー学会と改称され、2021 年
に創立 40 周年を迎えます。理事会では 40 周年記念市民公開シンポジウムや記念冊
子作成などの事業実施の検討を進めております。ご期待ください。 
 
40周年記念市民公開シンポジウム 
「明日を拓く、日本発の植物バイオテクノロジー」 
 
月日（予定）：2021年 7月 11日（日） 
会場（予定）：東京大学一条ホールおよび Zoomウェビナー 
概要と講演者（予定）： 
 
【第１部】40年を振り返る～基礎研究から応用展開まで～ 
講演１：植物バイテク 40年 -私たちの生活にもたらす恩恵 

（山川 隆・東京大） 
講演２：植物細胞が作る有用物質の宝箱「二次代謝」 

（矢崎一史・京都大） 
講演３：イネの遺伝子組換え歴史秘話ヒストリア 

（鳥山欽哉・東北大） 
 

【第２部】日本発の遺伝子組換え作物とゲノム編集作物 
講演４：花をもっと色とりどりにする 

（田中良和・サントリー） 
講演５：遺伝子組換えイチゴで動物用医薬品開発 

（田林紀子・ホクサン） 
講演６：ゲノム編集技術で安全安心な毒のないジャガイモを創る 

（村中俊哉・大阪大） 
講演７：高 GABAトマト：ゲノム編集作物の開発と上市 

（江面浩・筑波大） 
 

【第３部】一般市民の方との意見交換 
 

6）受賞講演 
2020 、2021年度受賞講演を開催いたします。 
 
2020 年度受賞講演 
学術賞：鳥山 欽哉 （東北大学） 
「イネの細胞質雄性不稔性と稔性回復の分子基盤研究」 
技術賞：三浦 謙治 1、星川 健 1,2、江面 浩 1 （1筑波大学、2JIRCAS） 
「植物における一過的タンパク質大量発現システムの確立」 
奨励賞：中林 亮 （理化学研究所） 
「未同定代謝物の探索にむけた複合的メタボロミクス手法の開発」 
奨励賞：前川 修吾（立教大学） 
「植物のストレス応答機構に関する分子生物学的研究」 
学生奨励賞：秋山 遼太 （神戸大学） 
「ステロイドグリコアルカロイド生合成機構の解明」 
学生奨励賞：鈴木 隼人（大阪大学） 
「ミヤコグサのトリテルペノイド生合成に関する研究」 



 

 

 
お知らせ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 IAPB会費納入について 
International Association for Plant Biotechnology (IAPB)に入会（継続を
含む）を希望される場合は、2021 年 3 月 31 日までに、2021 年度会費 
4,000円 を以下のいずれかの口座にお振込みください。 
 
●三菱 UFJ銀行 江戸川橋支店 

 普通 0129208 
 口座名義：一般社団法人 日本植物バイオテクノロジー学会 
 
●郵便振替口座 00170-2-362872 
 ※他の金融機関から振り込む場合※ 

 ゆうちょ銀行 019（ゼロイチキュウ）店 当座 0362872 
 加入者名：一般社団法人 日本植物バイオテクノロジー学会 
 
なお、IAPB会費（25 USD）および送金手数料を差し引いた残額は日本植物
バイオテクノロジー学会の会計に組み込まれますので、予めご了承くださ
い。 
また、入会者の名簿（氏名・所属）を IAPB に送付いたしますので、会費を
入金された方は、ご氏名・ご所属機関名の英語表記をマイページにて登録し
てください。 
 
 篠崎一雄会員が国際生物学賞を受賞 
本学会員の篠崎一雄先生（理化学研究所・環境資源科学研究センター・特別
顧問）が、第 36回（令和 2年）国際生物学賞を受賞されました。 
令和 2年 12月 16日には日本学術振興会内で授賞式が行われ、賞状、賞牌、
秋篠宮皇嗣殿下からの贈呈品などが伝達されました。当日のご様子が日本学
術振興会のウェブサイトで公開されています。 
改めまして、篠崎先生のご功績に敬意を表し、ご受賞を心よりお慶び申しあ
げます。 
 
 田畑哲之会員がみどりの学術賞を受賞 
本学会員の田畑哲之先生（公益財団法人かずさ DNA 研究所副理事長・所
長）が、第 15回みどりの学術賞を受賞されました。 
「みどりの学術賞」は、国内において植物、森林、緑地、造園、自然保護等
に係る研究、技術の開発その他「みどり」に関する学術上の顕著な功績の
あった個人に授与する賞です。賞の授与は、みどりの月間（４月１５日から
５月１４日）に開催される「みどりの式典」において、天皇皇后両陛下ご臨
席の下、内閣総理大臣から行われます。田畑先生のご功績に敬意を表し、ご
受賞を心よりお慶び申しあげます。 
 
 ゲノム編集トマトに関するオンラインセミナー（YouTubeにてアーカ

イブ配信中） 
2021年 1月 23日に開催しましたゲノム編集トマトに関するオンラインセミ
ナーを YouTubeにてアーカイブ配信しています。 
「育てますか？ゲノム編集高 GABAトマト」 
講演： 江面 浩 （筑波大学／サナテックシード（株）） 
クロストーク： 
 井口 真実 （奈良女子大学理学系研究科） 
 小島 正美 （食生活ジャーナリストの会代表／元毎日新聞記者） 
 高島 賢 （農林水産省 消費･安全局農産安全管理課） 
 松本 陽子 （大阪いずみ市民生協副理事長） 
  

 国⽴科学博物館特別展「植物 地球を⽀える仲間たち」 
本会も協力を約しております国立科学博物館特別展「植物 地球を支える仲間
たち」のホームページや Twitter がオープンしました。7月10日開催で準備
が進んでいます。 
 

6 

日本植物バイオテクノロジー学会 

〒162-0801  
東京都新宿区山吹町 358-5  
（株）国際文献社内 
TEL: 03-6824-9378 
FAX: 03-5227-8631 
jspb-post@bunken.co.jp 
ホームページ: 
https://www.jspb.jp/ 
 

2020-2021FY役員 

理事 
会長：小泉 望（大阪府大） 
幹事長：光田 展隆（産総研） 
編集委員長： 
青木 考（大阪府大） 

会計理事： 
有泉 亨（筑波大） 

理事（広報担当）： 
児玉 豊（宇都宮大） 

理事（国際化担当）： 
山崎 真巳（千葉大） 

理事（キャリア支援・男女共同
参画担当）： 
柳川 由紀（農研機構） 

理事（産学官連携担当）： 
加藤 晃（奈良先端大） 

理事（40 周年記念担当）： 
増村 威宏（京都府大） 
 

監事 
矢崎 一史（京大） 
吉田 薫（東大） 

編集後記 

刷新した会報第 2 弾をお届けし
ます。次号から新企画「受賞者
インタビュー」の掲載も計画し
ております。まだ改善の途上で
すので、会員の皆様からのご意
見をお待ちしております（担
当：幹事長 光田展隆 [産業技術
総合研究所] ）。 

E-mail: 
nobutaka.mitsuda@aist.go.jp 

 
 

http://iapbhome.co.kr/
https://www.bunken.org/jspb/mypage/logins/login
https://www.jsps.go.jp/j-biol/03_recipt_ceremony_36_2.html
https://www.cao.go.jp/midorisho/index.html
https://www.youtube.com/watch?v=zSKGCB5wQ-Q
https://plants.exhibit.jp/
https://www.jspb.jp/


特別賛助会員  

 
本会の運営にご協力賜り感謝申し上げます。 
 
 （株）カネカ 
 キリン（株） 
 クミアイ化学工業（株）生物科学研究所 
 神戸天然物化学（株） 
 三栄源エフ・エフ・アイ（株） 
 サントリーグローバルイノベーションセンター（株） 研究部 
 シンジェンタ ジャパン（株） 
 住友化学（株） 健康・農業関連事業研究所 
 (株)竹中工務店 
 トヨタ自動車（株） 
 （株）日本医化器械製作所 
 バイエル クロップサイエンス （株） 
 北海道三井化学（株） ライフサイエンスセンター 
 英文校正・校閲-エナゴ 

 
賛助会員（1.5 万円／口・年）、特別賛助会員（5 万円／口・年）についてはホーム
ページをごらんください。 
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https://www.kaneka.co.jp/
https://www.kirin.co.jp/company/rd/
https://www.kumiai-chem.co.jp/
https://www.kncweb.co.jp/
https://www.saneigenffi.co.jp/
https://www.suntory.co.jp/sic/research/s_bluerose/
https://www.syngenta.co.jp/
https://www.sumitomo-chem.co.jp/
https://www.takenaka.co.jp/
https://global.toyota/jp/
https://www.nihonika.co.jp/
https://www.bayer.jp/ja/
https://www.hmci.co.jp/
https://www.enago.jp/
https://www.jspb.jp/admission/
https://www.jspb.jp/admission/
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